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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物は、多くの受容体チロシンキナーゼおよびシグナル伝達分子と相互作用することが知られているアダプタータンパク質の小規模ファミリーに属します。この遺伝子は、インスリン受容体およびインスリン様成長因子受容体と相互作用する成長因子受容体結合タンパク質をコードします。このタンパク質は、受容体チロシンキナーゼシグナル伝達、特にインスリン受容体シグナル伝達に阻害作用を持つと考えられます。この遺伝子は、成長と代謝を制御するシグナル伝達経路において役割を果たしている可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2014年12月]、機能：自己リン酸化インスリン受容体の細胞質ドメインと相互作用し、その後阻害されます。この相互作用は SH2 ドメインによって媒介されます。,PTM:セリン残基がリン酸化されています。,類似性:GRB7/10/14 ファミリーに属します。,類似性:1 つの PH ドメインを含みます。,類似性:1 つの Ras 関連ドメインを含みます。,類似性:1 つの SH2 ドメインを含みます。,サブユニット:TNKS2 のアンキリン繰り返し領域に N 末端を介して結合します。,組織特異性:肝臓、腎臓、膵臓、精巣、卵巣、心臓、骨格筋で高レベルで発現します。,
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	GRB14抗体を用いたHUVEC、COLO、MCF-7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GRB14ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

